
提

出

者

照

屋

寛

徳

平
成
十
八
年
一
月
三
十
日
提
出

質

問

第

二

一

号

嘉
手
納
基
地
の
使
用
協
定
締
結
に
関
す
る
質
問
主
意
書

21



嘉
手
納
基
地
の
使
用
協
定
締
結
に
関
す
る
質
問
主
意
書

沖
縄
に
お
け
る
嘉
手
納
町
の
歴
史
は
古
い
。
嘉
手
納
町
域
は
、
最
も
古
く
か
ら
拓
け
、
縄
文
時
代
以
前
か
ら
人
々
が
住
み
着

い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
嘉
手
納
貝
塚
を
は
じ
め
、
多
く
の
遺
跡
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
嘉
手
納

町
は
、
古
く
か
ら
豊
か
な
自
然
環
境
を
誇
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
勝
連
城
主
阿
麻
和
利
は
、
嘉
手
納
町
字
屋
良
の
出
身
と
語
り
継
が
れ
て
お
り
、
中
国
か
ら
甘
藷
を
持
ち
帰
っ
た
野
国

総
官
は
、
字
野
国
の
出
身
で
、
嘉
手
納
町
は
、
沖
縄
の
歴
史
の
中
で
優
れ
た
偉
人
・
英
雄
を
輩
出
し
て
い
る
。

戦
前
ま
で
の
嘉
手
納
町
は
、
沖
縄
本
島
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
地
理
的
条
件
に
恵
ま
れ
、
中
頭
郡
に
お
け
る
経
済
、
文

化
、
教
育
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

戦
後
は
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
十
二
月
四
日
、
北
谷
村
よ
り
分
村
、
「
嘉
手
納
村
」
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
一
月
一
日
、
「
嘉
手
納
村
」
か
ら
「
嘉
手
納
町
」
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
嘉

手
納
町
は
、
「
基
地
の
町
」
と
し
て
、
「
沖
縄
の
縮
図
」
の
様
相
を
示
し
て
い
る
（
嘉
手
納
町
町
制
施
行
二
十
五
周
年
記
念
要

覧
よ
り
）
。

私
は
、
広
大
な
嘉
手
納
基
地
を
抱
え
る
嘉
手
納
町
は
、
我
が
国
で
最
も
基
地
問
題
が
集
中
し
、
基
地
被
害
が
甚
大
な
地
域
で

一



あ
り
、
い
わ
ば
我
が
国
の
安
全
保
障
の
犠
牲
と
負
担
が
集
中
す
る
町
だ
と
考
え
て
い
る
。

嘉
手
納
基
地
は
、
正
式
に
は
嘉
手
納
飛
行
場
と
呼
ば
れ
、
基
地
使
用
の
主
目
的
は
、
飛
行
場
で
あ
る
。
そ
の
沿
革
は
、
昭
和

十
九
年
九
月
、
旧
日
本
陸
軍
が
中
飛
行
場
と
し
て
使
用
開
始
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
、
「
嘉
手

納
飛
行
場
」
「
キ
ャ
ン
プ
・
サ
ン
ソ
ネ
（
陸
軍
特
殊
部
隊
使
用
）
」
「
陸
軍
住
宅
地
区
」
が
統
合
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
同
基
地
は
、
第
十
八
航
空
団
司
令
部
が
管
理
し
、
第
十
八
運
用
群
な
ど
の
部
隊
が
使
用
し
て
い
る
。
沖
縄
県
が
発
行
す
る

「
沖
縄
の
米
軍
基
地
」
に
は
、
同
基
地
の
現
状
及
び
任
務
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

「
本
島
中
部
の
嘉
手
納
町
、
北
谷
町
、
沖
縄
市
に
ま
た
が
る
こ
の
施
設
は
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
を
も
つ

Ａ
、
Ｂ
二
本
の
滑
走
路
（
Ａ＝

三
千
六
百
八
十
九
メ
ー
ト
ル
×
九
十
一
メ
ー
ト
ル
、
Ｂ＝

三
千
六
百
八
十
九
メ
ー
ト
ル
×
六
十

一
メ
ー
ト
ル
）
を
有
し
、
極
東
で
最
大
か
つ
最
も
活
発
な
米
空
軍
基
地
で
あ
る
。
こ
の
施
設
は
第
五
空
軍
指
揮
下
の
第
十
八
航

空
団
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
テ
ナ
ン
ト
部
隊
の
役
割
と
併
せ
て
、
防
空
、
反
撃
、
空
輸
、
支
援
、
偵
察
、
機

体
整
備
等
の
総
合
的
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
」

嘉
手
納
基
地
に
お
け
る
主
な
常
駐
機
種
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ｆ－

�
�
Ｃ

イ
ー
グ
ル

戦
闘
機

約
四
十
八
機

二



Ｋ
Ｃ－

�
�
�
Ｒ

ス
ト
ラ
ト
タ
ン
カ
ー

空
中
給
油
機

約
十
五
機

Ｅ－
�
Ｂ

セ
ン
ト
リ
ー

空
中
早
期
警
戒
管
制
機

約
二
機

Ｐ－

�
Ｃ

オ
ラ
イ
オ
ン

対
潜
哨
戒
機

約
三
〜
十
機

嘉
手
納
基
地
の
所
在
す
る
嘉
手
納
町
に
は
、
嘉
手
納
弾
薬
庫
地
区
、
陸
軍
貯
油
施
設
な
ど
の
基
地
が
あ
り
、
町
面
積
に
占
め

る
米
軍
基
地
の
割
合
は
、
八
十
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
る
。
嘉
手
納
町
民
は
、
残
り
の
約
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
面
積
に
ひ
し

め
き
あ
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

嘉
手
納
町
は
、
「
嘉
手
納
基
地
使
用
協
定
に
関
す
る
町
民
会
議
」
（
会
長
宮
城
篤
実
町
長
）
を
結
成
し
、
嘉
手
納
基
地
を
抱

え
る
沖
縄
市
、
北
谷
町
と
連
絡
協
議
会
（
三
連
協
）
と
連
名
で
政
府
に
対
し
、
嘉
手
納
基
地
の
運
用
を
規
定
す
る
「
基
地
使
用

協
定
」
の
締
結
を
求
め
て
い
る
。
「
町
民
会
議
」
や
「
三
連
協
」
に
は
、
二
百
六
十
二
件
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
日
米

両
政
府
が
嘉
手
納
基
地
の
使
用
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
保
障
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
前
記
「
町
民
会
議
」
や
「
三
連
協
」
が
嘉
手
納
基
地
使
用
協
定
締
結
要
請
書
の
中
で
指
摘
を
し
た
（
�
）
騒
音

三



（
�
）
深
夜
早
朝
飛
行
に
よ
る
騒
音
（
�
）
飛
行
ル
ー
ト
（
�
）
訓
練
（
�
）
外
来
機
の
飛
来
・
帰
還
（
�
）
環
境
（
臭

気
）
（
�
）
事
件
・
事
故
の
各
項
目
記
載
の
事
実
に
つ
い
て
、
嘉
手
納
基
地
の
現
実
の
運
用
実
態
に
照
ら
し
、
い
か
な
る
認

識
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
、
各
項
目
ご
と
に
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

日
米
安
保
条
約
及
び
地
位
協
定
の
下
に
お
い
て
、
嘉
手
納
基
地
の
運
用
・
使
用
に
つ
い
て
、
日
米
両
政
府
間
で
基
地
使
用

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
は
可
能
か
。
可
能
と
す
る
な
ら
ば
、
日
米
両
政
府
間
の
い
か
な
る
交
渉
と
、
ど
の
よ
う
な
機
関
決
定

を
必
要
と
す
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

政
府
は
、
「
町
民
会
議
」
や
「
三
連
協
」
の
要
請
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
嘉
手
納
基
地
の
使
用
協
定
を
ア
メ
リ
カ
政
府
と

の
間
で
締
結
す
る
考
え
が
あ
る
か
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。

四

嘉
手
納
基
地
の
使
用
協
定
締
結
の
要
請
は
、
嘉
手
納
基
地
周
辺
住
民
の
切
実
な
願
い
で
あ
る
。
嘉
手
納
基
地
の
運
用
は
、

周
辺
住
民
に
不
安
と
恐
怖
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
同
基
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
事
件
・
事
故
の
被
害
は
、
も
は
や
住
民
の
受
忍

限
度
・
我
慢
の
限
界
を
超
え
て
い
る
。
在
日
米
軍
基
地
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
基
地
使
用
協
定
が
日
米
両
政
府
間
で
締
結
さ
れ

た
個
別
基
地
の
事
例
が
あ
る
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


